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(
と
じ
て
保
存
し
ま
し

農
作
物
大
打
撃

新
聞
等
で
皆
さ
ん
も
御
存
じ
の
と
お

り
、
稲
の
作
況
指
数
は
、
全
国
平
均
で
七

十
五
と
い
う
こ
と
で
、
十
二
月
の
最
終
確

定
で
は
さ
ら
に
悪
化
す
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

河
辺
で
も
、
今
年
の
夏
の
天
候
は
、
例

外
で
は
な
く
、
台
風
に
よ
る
災
害
、
長
雨

に
よ
る
日
照
不
足
等
農
作
物
に
と

っ
て

も
、
我
々
人
聞
に
と
っ
て
も
大
打
撃
を
う

け
ま
し
た
。

下
の
写
真
は
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
芋
の
収
穫

風
景
で
す
が
、
こ
こ
で
も
、
「
今
年
は
い

げ
ん
。
葉
が
早
ょ
う
枯
れ
て
」
と
言
う
声

を
聞
き
ま
し
た
。

河
辺
で
は
、
高
齢
化
人
手
不
足
に
対
応

す
る
た
め
、
比
較
的
軽
作
業
で
栽
培
で
き

る
コ
ン
ニ
ャ
ク
を
導
入
し
、
平
成
二
年
か

ら
コ
ン
ニ
ャ
ク
芋
生
産
組
合
が
発
足
し
ま

し
た
。
現
在
の
組
合
員
は
五
八
名
で
約
四

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す。

比
較
的
軽
作
業
と
前
記
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
芋
掘
り
は
大
変
な
作
業
で
す
。

こ
の
農
家
で
は
、
テ
ー
ラ
ー
で
芋
を
す
き

お
こ
し
、
収
穫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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秋
の
祭
り
は
、
季
節

一
し

す
よ
い
の
で
情
趣
が
深

、、
4
F

恥
い
。
元
来
、
氏
神
祭
り

…

t
t春
二
月
(
ま
た
は
四

…
本

…
月
)
と
秋
十

一
月
に
行

…
{
こ

な

わ

れ

て

い

た

そ

う

帯

A

O
だ
。
春
秋
の
祭
り
は
、

稲
作
の
始
め
と
終
わ
り
に
際
し
、

祈
願
、
報
恩
の
意
を
表
し
た
も
の

で
あ
る
。
春
来
た
神
が
再
臨
し

て
、
田
に
お
り
て
来
る
の
を
迎

え
、
ま
た
山
に
帰
る
の
を
送
る
の

が
秋
祭
り
で
あ
る
。
近
年
は
、
十

月
に
行
な
う
と
こ
ろ
が
多
く
な
っ

て
い
る
。

十
月
の
こ
と
を
「
神
無
月
(
か

み
な
づ
き
こ
と
い
う
。
全
国
の

神
様
が
出
雲
に
集
ま
っ
て
地
方
に

い
な
く
な
る
か
ら
だ
そ
う
だ
。
な

ぜ
十
月
に
集
ま
る
の
か
と
い
う

と、

十
月
二
十
六
日
が
イ
ザ
ナ
ギ

ノ
ミ
コ
ト
の
命
日
で
、
神
様
が
こ

ぞ
っ
て
酒
作
り
を
す
る
か
ら
だ
そ

う
だ
。
地
方
出
発
が
九
月
三
十

日
、
帰
っ
て
く
る
の
が
十
月
三
十

日
と
、
細
か
い
日
程
ま
で
わ
か
っ

て
い
る
地
方
も
あ
る
。
お
か
げ

で、

出
雲
地
方
だ
け
は
、
十
月
を

「神
有
(
か
み
あ
り
)
月
」
と
呼
ん
で

い
る
。
も
っ
と
も
、
神
様
が
み
ん

な
出
払

っ
て
は
心
細
い
と
い
っ

て
、
留
守
番
の
神
様
を
決
め
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
れ
を
恵
比

須
神
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

河
辺
の
神
様
は
い
か
が
?
(
西
)



(2) 平成 5年10丹25日

去
る
十
月
十
九
日
、
二
十
日
の

二
日
間
に
わ
た
り
、
河
辺
小
・
中

学
校
を
会
場
と
し
て
、
平
成
五
年

度
「
愛
媛
県
へ
き
地
教
育
研
究
大

会
」
が
県
下
各
地
か
ら
約
一
ニ

O
O

名
近
く
の
先
生
方
を
お
迎
え
し

て
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
日
目
は
、
小
・
中
学
校
に

分
か
れ
て
行
な
わ
れ
、
「
へ
き
地

小
規
模
校
の
よ
さ
を
生
か
し
、
活

力
あ
ふ
れ
る
児
童
生
徒
を
育
て
る

学
校
づ
く
り
」
を
大
会
主
題
と
し

河
辺
小
学
校
研
究
主
題
は
「
一
人

一
人
が
生
き
生
き
と
取
り
組
み
最

後
ま
で
頑
張
る
子
ど
も
の
育
成
」

|
国
語
科
の
指
導
を
通
し
て
ー
と

し
、
河
辺
中
学
校
研
究
主
題
は
「
基

礎
・
基
本
を
身
に
つ
け
、
主
体
的

に
学
ぶ
生
徒
の
育
成
」
と
し
て
二

年
間
の
取
り
組
み
を
発
表
い
た
し

ま
し
た
。
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日
程
は
小
中
学
校
と
も
に
、
公

開
授
業
、
集
会
活
動
、
分
科
会
と

続
き
、
午
後
は
小
中
別
部
会
と
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
育
館
で
研
究

発
表
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
研
究

協
議
と
指
導
助
言
が
あ
り
ま
し

た。
第
二
日
目
は
、
中
学
校
体
育
館

に
て
小
中
合
同
の
全
大
会
と
な

り
、
主
催
者
の
あ
い
さ
つ
、
祝
辞

(
大
野
村
長
さ
ん
と
県
教
育
長
)

の
あ
と
表
彰
式
が
あ
り
、
最
後
に

講
演
(
演
題
は
「
教
え
、
教
え
ら

れ
」
)
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
へ
き
地
学
校
優

良
児
童
・
生
徒
の
代
表
に
河
小
六

年
本
田
暁
子
さ
ん
が
選
ば
れ
、
へ

き
地
学
校
児
童
・
生
徒
作
品
入
賞

者
(
図
画
と
書
写
)
の
代
表
と
し

て
、
河
中
三
年
福
宮
し
げ
る
さ
ん

と
二
年
梅
木
良
子
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

〈小学校部会〉

〈中学校部会〉

れ
選
ば
れ
受
賞
し
ま
し
た
。
ま

た
、
愛
媛
県
へ
き
地
教
育
振
興
会

長
よ
り
、
へ
き
地
教
育
功
労
者
と

し
て
矢
野
清
盛
教
育
委
員
長
さ
ん

に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

河
辺
の
地
で
こ
の
よ
う
に
大
き

な
研
究
会
は
、
初
め
て
で
は
な
い

か
と
も
聞
い
て
い
ま
す
が
、
小
中

学
校
共
に
参
会
さ
れ
た
多
く
の

方
々
か
ら
素
晴
ら
し
い
研
究
会
で

あ
っ
た
と
、
お
ほ
め
の
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
。

授
業
改
善
、
集
会
活
動
等
の
積

み
上
げ
へ
の
努
力
、
各
種
資
料
づ

く
り
、
校
舎
内
外
の
環
境
整
備

等
々
二
年
間
に
わ
た
る
私
た
ち
の

地
道
な
取
り
組
み
を
評
価
し
て
頂

い
た
も
の
と
有
り
難
く
患
い
、
大

き
な
励
み
と
致
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
偏
に
、
大
野
村
長
さ
ん

を
は
じ
め
と
す
る
河
辺
村
当
局
、

教
育
委
員
会
、
公
民
館
、

P
T
A

や
地
域
の
皆
様
の
全
面
的
な
ご
支

援
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
、
改
め
て

深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
成
果
を
生
か
し

こ
の
研
究
会
を
契
機
と
し
て
、
更

に
河
辺
村
の
教
育
が
進
展
い
た
し

ま
す
よ
う
充
実
と
発
展
に
努
力
い

た
す
所
存
で
す
。

今
後
と
も
本
村
教
育
発
展
の
た

め
に
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
し
、
お
礼
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
は
県
大
会

去
る
九
月
七
日
(
火
)
大
洲
市

中
村
肱
川
緑
地
公
園
に
於
て
、
第

十
九
回
愛
媛
県
消
防
操
法
大
洲
喜

多
地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た。
本
村
河
辺
村
消
防
団
か
ら
は
、

第
一
分
団
が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
に
出
場
し
ま
し
た
。
七
月
九
日

か
ら
の
約
二
カ
月
に
一
回
一
る
訓
練
中

に
あ
っ
た
指
揮
者
の
故
障
、
台
風

五
号
、
十
三
号
等
の
雨
天
続
き
の

悪
条
件
を
乗
り
越
え
て
の
出
場
で

し
た
。
大
会
当
日
も
天
候
は
あ
い

に
く
の
雨
天
と
な
り
ま
し
た
が
、

競
技
は
予
定
ど
お
り
午
前
九
時
か

ら
決
行
さ
れ
ま
し
た
。
最
悪
な
冷〈来年も頑張って/>

• 
第

-幽-
分
団

た
い
雨
が
降
り
し
き
る
中
、
十

チ
l
ム
出
場
中
一
番
目
と
い
う
超

ラ
ッ
キ
ー
な
順
番
の
も
と
操
法
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
「
河
辺
村
消

防
団
第
一
分
団
只
今
よ
り
小
型
ポ

ン
プ
操
法
を
開
始
し
ま
す
。
」
訓

練
通
り
の
力
強
い
指
揮
者
の
号
令

の
も
と
、
い
つ
も
ど
お
り
の
指
揮

者
の
規
律
、
一
番
員
の
迅
速
な
走

り
、
二
、
三
番
員
の
患
の
合
っ
た

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
プ
レ
イ
が
う

ま
い
具
合
に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
十
分
に
披

露
し
、
結
果
は
、
二
年
前
の
大
会

に
続
き
、
二
位
と
い
う
す
ば
ら
し

い
成
績
を
修
め
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
今
に
河
辺
村
消
防
団
の
操

法
は
常
勝
、
上
昇
気
流
に
ど
ん
ど

ん
の
っ
て
伝
統
と
な
る
で
し
ょ

う
。
来
年
は
県
大
会
出
場
で
す
。

第
一
分
団
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
勝

ち
得
た
勝
利
を
来
年
に
つ
な
げ
、

県
大
会
の
場
で
の
活
躍
に
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

選
手
の
皆
さ
ん
ご
く
ろ
う
さ
ま
。

皆
さ
ん
の
健
闘
に
喜
び
の
エ
ー

ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。



第 101号

龍
馬
フ
ァ
ン
河
辺
村
に
集
う
刀

か
龍
馬
は
脱
藩
し
て
大
き
く

な
っ
た
。
α

か
河
辺
村
は
龍
馬
で
大
き
く
な

る
0

0

を
合
言
葉
に
坂
本
龍
馬
脱

藩
の
道
保
存
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
い
つ
か
ん
と
し
て

開
催
し
て
い
る
か
わ
ら
じ
で
歩
こ

う
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
d

も
本
年

で
五
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
あ
い
か
わ
ら
ず
の
龍
馬
人
気

で
今
年
も
募
集
定
員
二
五

O
人
に

対
し
て
二
六

O
人
の
参
加
を
得
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
、
第
五
回
記
念
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
第
一
一
凶
目
よ
り
五
回

連
続
参
加
者
七
名
、
松
山
市
の
細

川
幸
英
氏
、
中
村
透
氏
、
金
柿
宏

定
氏
、
中
島
町
の
今
井
哲
令
氏
、

五
十
崎
町
の
上
岡
政
憲
氏
、
上
岡

実
子
さ
ん
、
そ
し
て
河
辺
村
の
梅

木
千
穂
き
ん
に
粗
品
を
贈
り
、
参

J、えわヌう込平成 5年10月25日(3) 

くなりきってます〉

加
者
最
高
齢
の
松
山
市
の
松
崎
宗

光
氏
(
八
十
一
二
歳
)
の
完
全
踏
破

宣
誓
で
開
会
し
ま
し
た
。

龍
馬
役
三
人
の
内
一
人
は
重
信

町
の
武
智
友
花
さ
ん
(
二
十
一

歳
)
が
登
場
す
る
な
ど
、
わ
ら
じ

で
歩
こ
う
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
も

何
辺
村
に
定
著
し
た
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

高
知
は
も
と
よ
り
、
大
阪
、
京

都
、
九
州
方
面
か
ら
の
参
加
者
も

増
え
て
来
て
、
全
国
の
龍
馬
フ
ァ

ン
に
知
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り

河
辺
村
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
村
内
外
の
龍
馬
フ
ァ
ン

に
多
大
の
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。
村
内
で
は
、
毎
年
保
存
会
役

員
や
有
志
に
よ
る
脱
藩
の
道
清
捕

を
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
は
、

竹
の
水
筒
作
り
に
協
力
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。

村
外
か
ら
は
、
本
年
度
は
、
大

洲
市
の
有
田
ル
リ
子
様
に
十
万
円

相
当
の
商
品
を
、
同
じ
く
大
訓
市

の
田
中
一
三
様
に
は
、
杖
一

0
0

本
を
、
九
州
の
福
岡
龍
馬
会
高
山

会
長
に
は
、
別
注
の
龍
馬
の
等
身

大
の
写
真
一
を
送
っ
て
頂
く
な
ど
、

村
内
外
か
ら
心
あ
た
た
ま
る
応
援

を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

コ
ス
モ
ス
の
花
咲
く

岱
議
八
九
月
十
抗
日
、
敬
老
の

一
九
洋
子
式
典
並
び
に
婦
人
会
に

一
一
…
…
…
…
…
…
…
一
に
も
よ
る
敬
老
会
が
、
村
内

描
丘
四
会
場
で
盛
大
に
挙
行

，
u
m
………日……
J

J

さ
れ
ま
し
た
o

f
hド
c

来
賓
多
数
の
方
々
を

世
間
割
以
お
迎
え
し
て
の
敬
老
の

式
典
で
は
、
村
長
式
辞

の
後
、
米
寿
者
五
名
、
九
十
歳
以

上
十
八
名
、
し
ハ
十
五
歳
に
な
っ
た

人
三
十
七
名
の
方
々
に
記
怠
品
の

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
は
婦
人
会
に
よ
る
敬
老
会

が
行
わ
れ
、
多
彩
な
演
芸
が
続
出

し
ご
老
人
の
方
の
飛
び
入
り
も
あ

り
、
皆
さ
ん
の
ご
満
悦
の
様
子
に

藤4
0
ふ
0
4
0
0
Y
4
0
4
0
0仇ろふ
0
ふ

γ
品
。
止
す
〈
争
v

文
化
の
な
い
人
間
に
魅
力
な

く
、
文
化
の
な
い
企
業
に
繁
栄
な

く
、
文
化
の
な
い
村
に
活
性
化
な

い
。
今
後
も
文
化
あ
る
魅
力
あ
る

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
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〈熱演でした/>

御
礼
ま
ご
こ
ろ
銀
行

平
成
五
年
一
月
か
ら
平
成
五
年

十
月
ま
で
に
、
河
辺
村
社
会
福
祉

協
議
会
の
ま
ご
こ
ろ
銀
行
に
対
し

「
香
典
返
し
に
か
え
て
」
と
次
の

方
々
か
ら
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

智

葉

H
n
 

れ

F

愛嘉 f圭

藤細

井

井

上

上
久
保中

犬一子誠

田

メヒ

田

1ラ-_

与主

子

柴 j度

辺

忠

世
M
口

ユ
キ
子

田

力

永浦石

一動

キ
ミ
エ

石一周囲佐
伯
小

西

茂

寄
付
金
額
武

;文
d
H
U
-
-

回
目
ハ

四
四

Q
、

0
0
0円

各
位
の
ご
芳
志
に
対
し
、
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

紹

介

役

職

員

会
教
育
委
員
(
十
月
一
日
(
)
)

委

員

和

気

満



(4) 

ス
ポ
ー
ツ
の
秋

平成 5年10月25日

各
分
館
の
老
若
男
女
が
一
堂
に

集
い
、
第
二
十
九
田
村
民
運
動
会

が
、
十
月
十
日
、
河
辺
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

終
日
、
楽
し
く
な
ご
や
か
な
雰
囲

気
で
快
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

松
本
吉
久
運
営
委
員
長
の
開
会

宣
言
の
後
、
大
野
富
士
男
大
会
長

の
あ
い
さ
つ
、
北
川
照
正
議
長
か

ら
激
励
の
言
葉
を
頂
き
、
大
伍
分

館
柴
田
学
選
手
の
力
強
い
選
手
宣

誓
で
競
技
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
回
、
新
規
種
目
と
し
て
、
職

域
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
リ
レ
ー
が
、
一

チ
1
ム
五
人
編
成
、
九
チ
1
ム
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
走
力
に
関
係
な
く
、
ど
の
チ
ー

ム
に
も
勝
つ
可
能
性
が
あ
る
よ
う

Jミわカ込第 101号

運
動
会

〈大伍分館三連覇〉

に
意
外
性
を
加
味
し
、
参
加
枠
の

拡
大
を
ね
ら
っ
て
新
た
に
実
施
さ

れ
た
も
の
で
す
。
結
果
は
、
消
防

団
チ
!
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
種
目
で
は
、
毎
年
、

団
体
種
目
で
長
な
わ
と
び
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
対
抗
種
目

に
変
更
し
ま
し
た
。
最
初
植
松
が

二
十
五
回
跳
ぴ
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
か
け
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

次
に
、
坂
本
が
挑
戦
し
て
三
十
回

跳
ん
で
、
見
事
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
は
ね
の
け
て
、
そ
の
後
に
挑
戦

し
た
大
伍
・
北
平
を
も
上
回
り
、

そ
の
結
果
、
坂
本
が
一
位
と
な
り

ま
し
た
。

例
年
、
最
後
の
綱
引
き
の
種
目

ま
で
接
戦
が
展
開
さ
れ
る
わ
け
で

す
が
、
今
年
は
、
二
位
以
下
の
分

館
に
大
差
を
つ
け
て
大
伍
分
館
が

三
連
覇
し
ま
し
た
。

大
伍
分
館
は
、
高
齢
化
・
過
疎

化
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
地
区
で

す
が
、
こ
の
よ
う
な
成
績
が
残
せ

た
の
は
、
分
館
全
員
の
団
結
に
よ

る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、

あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
通
じ
ま
す
。

今
年
の
運
動
会
は
、
そ
の
意
味

で
、
大
変
意
義
の
あ
る
も
の
で
し

た。

寸
i
l
i
-
-
i
i
i
1
1
1
1
1
1
1
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
4

一
去
る
十
月
三
日
河
辺
小
学
校
運
走
、
団
体
競
技
、
応
援
合
戦
等
、
体
験
学
習
と
な
り
、
多
く
の
こ
と
町

一
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
天
気
ど
の
競
技
も
子
ど
も
ら
し
い
真
剣
を
学
ん
だ
こ
と
と
思
い
ま
す
。
…

一
が
心
配
さ
れ
、
午
後
か
ら
ぱ
ら
ぱ
さ
に
あ
ふ
れ
、
す
ば
ら
し
い
内
容
こ
の
運
動
会
の
一
日
は
、
子
ど
一

一
ら
と
雨
が
落
ち
て
き
ま
し
た
が
、
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
級
の
子
も
た
ち
の
心
に
刻
ま
れ
、
尊
い
思
一

明
な
ん
と
か
全
日
程
を
消
化
す
る
こ
ど
も
た
ち
と
教
師
と
が
一
つ
の
自
い
出
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
回

一
と
が
で
き
ま
し
た
。
早
朝
よ
り
ご
的
に
向
か
っ
て
全
力
で
が
ん
ば
っ
覇
議
副
聞
費
量

E
E
E薗
霞

堕

一

一
家
族
や
地
域
の
方
々
、
来
賓
の
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
九
月
十
願
鰯
錨
聞
鰯
樹
園
司
咽
週
酒
縄
問
一

一
方
々
、
大
勢
ご
観
覧
く
だ
さ
り
、
寸
1

1

1

1

1

1

」

賜

園

調

切

傷

盛

〉

…

…

子

ど

も

た

ち

の

競

技

に

温

か

い

ご

一

小

学

校

一

騨

J
¥蕗
臨
と

一
声
援
ご
激
励
を
頂
き
ま
し
て
、
本
「

I
l
l
l
i
-
-
i
i
-

遡
鱗
蹟
鶴
岡
棋
麟
躍
と

一
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
三
日
以
降
、
わ
ず
か
二
週
間
あ
ま
麟
麟
圃
隈
機
輔
闘
関
繍
勝
幽
山
町
一

一

子

ど

も

た

ち

は

自

分

達

で

ま

り

の

練

習

で

し

た

が

、

共

に

助

げ

罷

圏

露

時

期

舗

三

思
魁
綴
瀦
醤
園
調
齢
麟
讃
曙
河
週
間
ζ

々
は
凶
監
・
ら
怜

同
た
「
フ
ァ
イ
ト
/
・
仲
よ
く
元
気
に
合
い
、
励
ま
し
あ
っ
て
、
よ
り
い
関
鞠
鰯
観
騨
欄
鱒
内
剛
一
一
一
幽
・
印

…

最

後

ま

で

」

の

ス

ロ

ー

ガ

ン

の

も

い

も

の

に

し

よ

う

と

努

力

し

て

き

覇

艦

購

欝

智

歯

丘

一
と
に
、
一
生
懸
命
競
技
し
ま
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
教
科
の
学
習
だ
闘
薗
・
圃
圃
圏
鵬
瞳
寵
薗

t

一
た
。
徒
走
、
ダ
ン
ス
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
け
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
圃
圃
圃
・
・
糎
翠
舗
園
間
九
ト
一

T
i
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
i
i
I
1
1
1
1
1
1
1
z
A
d
i
i
i
l
i
l
i
-
-
I
1
1
1
1
1
L
 

一
九
月
二
十
四
日
、
雨
で
順
延
と
や
し
た
人
」
を
引
い
て
、
途
方
に
数
多
く
の
種
目
に
参
加
し
て
盛
り
…

一
な
り
ま
し
た
が
、
河
辺
中
学
校
体
く
れ
る
子
も
い
ま
し
た
。
上
げ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
一

一

育

大

会

が

行

な

わ

れ

ま

し

た

。

五

番

は

扇

子

踊

り

。

河

辺

の

伝

ざ

い

ま

し

た

。

一

一

今

回

は

第

二

十

回

と

い

う

記

念

統

的

踊

り

を

、

中

学

校

で

ア

レ

ン

…

一
す
べ
き
大
会
で
、
『
響
け
鼓
動
ジ
し
て
全
校
生
徒
で
踊
り
ま
し
‘
圃
園
田

E
E
3
1
1
Jゴ
主
主
町

一

燃

や

せ

闘

志

今

こ

そ

完

全

燃

た

。

圃

圃

園

圃

揮

監

欝

翌

三

二

一

一

一

一

4
 

一
焼
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
さ
わ
や
九
番
に
は
、
今
年
の
新
種
目
、
圃
圃
圃
園
開
購
戦
プ

aJaE
一

一
か
な
秋
の
一
日
が
始
ま
り
ま
し

7
1
1
1
1
1
1
1
1
1」
圃

園

圃

覇

鷺

艇

事

一

γ
…

一

た

。

一

中

学

校

一

園

園

田

1
v
:
二

一

全

校

生

徒

四

十

七

名

に

よ

る

準

「

ぃ

ー

ー

ド

l
l
r
L
圃
園
田
閥
横
五
議
劉
士

一
備
体
操
に
始
ま
り
、
整
理
体
操
ま
騎
馬
戦
が
あ
り
ま
し
た
。
団
体
戦
闘
圃
咽

m三
宮
騨
齢
三

…
で
、
全
二
十
種
目
あ
り
ま
し
た
。
が
終
わ
り
、
個
人
戦
の
一
騎
打
ち
園
閉
じ
朝

;
J士

一
三
番
借
り
物
競
争
で
は
、
「
好
で
す
。
闘
争
心
む
き
出
し
で
ぶ
つ
圃
圃
圃
圃
圃
圃
困
層
畿
ヨ
崎
臨
繍
ヴ
一

…
み
の
男
性
」
を
引
い
た
子
と
う
れ
か
る
男
子
生
徒
た
ち
。
何
と
か
け
輔
圃
圃
圃
ん

f
d
之

町
し
そ
う
に
走
る
男
性
教
員
、
「
美
が
を
せ
ず
に
終
え
て
ホ
ツ
と
し
ま
・
圃
圃
圃
圃
圃
里
謡
一
一
-JIヘ
&

吋

…
人
」
と
よ
ば
れ
て
、
我
先
に
飛
び
し
た
。

a園
一
二
し
い
:

…
い
い
た
お
母
さ
ん
、
「
ひ
げ
を
は
ま
た
、

P
T
A
の

方

々

に

は

、

酋

E・
…
一
一
、
ゃ
い
ど
お
む
と
に
一

1
1
1
l
i
l
i
-
-
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
L
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。
郡
大
会

J、え

愛
媛
ス
ポ
レ
ク
祭
mm
喜
多
郡
大

会
が
、
九
月
五
日
長
浜
町
で
開
催

さ
れ
、
本
村
か
ら
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
男
子
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
婦
人
一

部
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
男
a

女
が
出
場
し
、
こ
の
大

会
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
が
、
難

敵
を
こ
と
ご
と
く
退
け
、
優
勝
し

ま
し
た
。

決
勝
戦
相
手
の
長
浜
は
、
昨
年

と
同
じ
顔
合
わ
せ
で
、
そ
れ
こ
そ

お
互
い
手
の
内
を
知
り
尽
く
し
て

い
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
河
辺

チ
ー
ム
の
選
子
達
は
、
や
り
に
く

そ
う
で
し
た
。

第
一
セ
ッ
ト
、
第
一

わカヨ

セ
ッ
ト
と

平成 5年10月25日(5) 

も
に
分
け
合
っ
て
、
シ
ン
グ
ル
ス

で
子
に
汗
を
握
る
試
合
を
し
た
末

に
、
勝
利
の
栄
冠
を
納
め
ま
し

た。
。
八
幡
浜
地
方
大
会

〈バドミントン女子ヤッタネ/>

愛
媛
ス
ポ
レ
ク
祭
mm
八
幡
浜
地

方
大
会
の
ク
ロ
ツ
ケ

l
が
十
月
五

日
に
大
洲
市
で
開
催
さ
れ
、
河
辺

村
か
ら
、
大
伍
老
人
ク
ラ
ブ
の

方
々
が
出
場
し
、
結
果
は
一
勝
一

敗
一
引
分
け
で
し
た
。

十
月
十
七
日
に
は
イ
ン
デ
ィ
ア

カ
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
パ

l
ド
ゴ
ル

フ
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
の
試
合

が
、
八
幡
浜
市
で
開
催
さ
れ
、
イ

ン
デ
ィ
ア
カ
は
、
善
戦
及
ば
ず
、

二
戦
全
敗
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
パ
!
ド

ゴ
ル
フ
は
、
大
野
盛
喜
さ
ん
が
、

ホ
1
ル
イ
ン
ワ
ン
を
し
、
ス
コ
ア

八
十
四
で
、
河
辺
で
は
、
ト
ッ
プ

で
し
た
。
特
筆
す
べ
き
は
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
女
子
で
、
一
二
崎
、
大
洲

A
、
大
洲
B
と
対
戦
し
、
い
ず
れ

も
接
戦
の
末
、
勝
析
し
、
見
事
に

優
勝
し
ま
し
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
に
お
い
て

は
、
県
大
会
出
場
へ
向
け
、
ま
ず

一
M
戦
突
破
を
目
標
に
練
習
に
励

ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す。

郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会
出
場

十
月
五
日
、
喜
多
郡
中
学
校
総

合
体
育
大
会
が
行
な
わ
れ
、
河
辺

中
学
校
か
ら
も
、
野
球
部
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
が
参
加
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、
予
選

リ

i
グ
で
、
他
を
よ
せ
つ
け
ず
快

勝
し
、
決
勝
戦
で
は
、
五
十
崎
中

と
対
戦
し
た
。

決
勝
戦
、
第
一
セ
ッ
ト
、
精
一

杯
が
ん
ば
っ
て
く
れ
る
も
六
|
十

五
で
取
ら
れ
る
。
第
二
セ
ッ
ト
、

後
半
、
五
十
崎
中
に
も
り
返
さ
れ

る
も
十
五
|
十
三
で
押
し
切
る
。

そ
し
て
、
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
一
対

一
で
迎
え
た
第
一
一
一
セ
ッ
ト
、
勝
っ

て
も
負
け
て
も
悔
い
の
無
い
様
、

精
一
杯
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
。

コ
1
ト
に
い
る
六
人
、
そ
れ
以
外

の
控
え
の
八
人
、
そ
し
て
学
校
で
応

援
し
て
く
れ
て
い
る
一
…
一
年
生
四
人
、

観
客
席
で
応
援
し
て
く
れ
て
い
る

方
々
、
今
ま
で
た
ず
き
わ
っ
て
頂
い

た
方
々
す
べ
て
の
思
い
が
一
つ
と

な
っ
て
、
最
後
の
一
打
ま
で
精
一
杯

が
ん
ば
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
結
果
、

第
一
一
一
セ
ッ
ト
は
、
五

i
十
五
で
取

ら
れ
、
準
優
勝
と
い
う
結
果
に
な
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
の
何
か
を

小
学
校
陸
上
・
川
上
郡
大
会
出
場

十
月
十
四
日
に
川
土
地
医
陸
上

競
技
大
会
、
二
十
一
日
に
喜
多
郡

陸
上
競
技
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
雨
の
日
が
多
く
、
十

分
に
練
習
が
で
き
な
い
種
目
も
あ

り
ま
し
た
が
、
選
手
は
自
分
の
持

て
る
力
を
出
し
切
っ
て
が
ん
ば
り

ま
し
た
。

川
上
地
一
区
陸
上
競
技
大
会
で
は

六
位
ま
で
の
入
賞
者
が
延
べ
十
九

人
。
男
子
六
十
メ
ー
ト
ル
走
で
大

見
義
徳
君
、
男
子
百
メ
ー
ト
ル
走

で
は
松
下
亮
く
ん
、
女
子
走
り
高

跳
び
で
佐
伯
優
子
さ
ん
が
優
勝
し

ま
し
た
。
ど
の
子
も
自
分
の
記
録

に
挑
戦
し
、
満
足
の
い
く
記
録
が

出
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
こ
の
大
会
で
三
位
ま
で
に
入

る
と
二
十
一
日
の
喜
多
郡
睦
上
競

技
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。喜
多
郡
陸
ト
競
技
大
会
は
二
十

一
日
大
瀬
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
本
校
か
ら
は
、
大

見
義
徳
君
、
松
下
亮
君
、
角
藤
昭

文
君
、
富
永
文
明
君
、
佐
伯
優
子

さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。
結
果
、

男
子
百

m
走
で
松
下
亮
君
が
四
位

つ
か
ん
で
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

野
球
部
は
、
一
回
戦
大
瀬
対
肱

川
と
の
勝
者
と
の
試
合
で
す
。
四

対

O
で
大
瀬
が
勝
ち
、
い
よ
い
よ

河
辺
対
大
瀬
の
試
合
で
す
。

立
ち
上
が
り
の
か
た
さ
が
出
て

し
ま
い
、
初
回
か
ら
苦
し
い
試
合

に
な
り
、
結
局
十
二
対

O
で
負
け

て
し
ま
い
ま
し
た
。
来
年
の
総
休

で
は
、
こ
の
雪
辱
を
果
た
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

十
月
二
十
一
日
に
は
総
体
陸
上

の
部
が
行
な
わ
れ
、
二
年
生
梅
木

千
穂
さ
ん
が
、
六
月
の
大
会
に
続

い
て
幅
跳
び
の
一
一
連
覇
を
果
た
し

ま
し
た
。
他
の
種
目
で
も
、
二
一
位

四
人
、
五
位
二
人
、
六
位
一
人
が

入
賞
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

(
十
四
秒
八
)
、
女
子
走
り
高
跳

び
で
佐
伯
優
子
さ
ん
が
二
位
(
一

m
二
十
五
)
と
い
う
記
録
を
出
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
佐
伯
優
子

さ
ん
は
十
一
月
六
日
に
行
わ
れ
る

県
大
会
に
も
出
場
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
名
前
の
出
た
子
ば
か
り

で
な
く
、
ど
の
子
も
遅
く
ま
で
の

練
習
を
が
ん
ば
り
、
自
分
の
出
せ

る
力
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
が
ん
ば
り
は
、
い
つ

か
自
分
自
身
の
役
に
立
つ
こ
と
で

し
ょ
〉
つ
。
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「
ゆ
ず
ら
れ
て
今
度
は
ゆ
ず

る
さ
わ
や
か
運
転
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
が
九
片
二
十
一
日
か
ら
三
十
日

の
卜
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

運
動
の
重
点
は
、

一
、
高
齢
者
の
事
故
防
止

三
、
シ

i
ト
ベ
ル
ト
J
L

有
用
の
徹
底

三
、
違
法
駐
車
の
締
め
出
し

四
、
交
通
マ
ナ

1
ア
ッ
プ
運
動
の

推
進
で
す
。

村
で
は
、
こ
の
重
点
目
標
に

沿
っ
て
、
交
通
茶
犀
、
高
齢
者
教

室
を
行
な
い
ま
し
た
。

交
通
茶
屋
で
は
、
大
洲
交
通
安

全
協
会
河
辺
支
部
と
交
通
指
導
員

の
皆
さ
ん
が
、
か
わ
い
い
「
ミ
ニ

わ
ら
ぞ
う
り
」
と
チ
ラ
シ
を
配
っ

て
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し

た。

J丈わカコ第 101号

ま
た
高
齢
者
教
室
で
は
、
大
洲

警
察
署
交
通
課
の
往
回
憲
治
係
長

を
講
師
に
迎
え
、
高
齢
者
の
交
通

安
全
に
つ
い
て
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
出
席
さ
れ
た
お
年

寄
り
の
方
も
熱
心
に
聴
き
入
っ
て

お
り
、
講
演
の
後
も
た
く
さ
ん
の

質
問
が
出
る
な
ど
、
た
い
へ
ん
有

意
義
な
高
齢
者
教
室
と
な
り
ま
し

た。
最
近
の
事
故
の
特
徴
と
し
て

は
、
交
差
点
の
事
故
、
追
突
事
故
、

雨
の
日
の
事
故
な
ど
が
多
ぐ
発
生

し
て
い
ま
す
。

理
動
期
間
は
終
わ
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
も
歩
行
者
、
運
転

者
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
、
正
し

い
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
で
交
通
事
故

の
な
い
、
明
る
く
安
全
な
地
域
ゃ
つ

く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

〈交通安全してますか7>

成
人
病
セ
ミ
ナ
ー
+
一
月
十
日
(
水
)
開
催

〈熱心に聴かれていました〉

時
下
院
附
ト
い
い

簡
易
保
険
事
業
M
で
は
、
簡
易

保
険
の
加
入
者
が
保
養
セ
ン
タ
ー

等
の
加
入
者
福
祉
施
設
を
利
用
す

る
等
に
よ
り
、
加
入
者
の
福
祉
増

進
も
図
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
格

設
の
設
置
、
運
常
を
通
じ
た
加
入

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
一
ニ
十
年
以
上

に
わ
た
っ
て
実
施
し
、
大
変
講
評

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
か
ら
ソ
フ
ト
面
で
の
新

し
い
加
入
者
福
祉
サ

i
ビ
ス
と
し

て
「
か
ん
ぽ
健
康
増
進
支
援
事

業
」
を
行
う
事
に
な
り
ま
し
た
。

「
か
ん
ぽ
健
康
増
進
支
援
事
業
」

は
、
加
入
者
の
福
祉
の
増
進
を
目

的
と
す
る
公
益
法
人
が
行
う
加
入

者
の
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の

活
動
に
対
し
て
助
成
金
の
支
給
を

行
う
も
の
で
あ
り
、
加
入
者
の
健

康
で
幸
福
な
長
寿
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
五
年
度
の
助
成
対
象
事
業

に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
で
す
。

付
成
人
病
等
予
防
事
業
一
一
一
九
五

件
四
億
三
一
、
一

C
C万
円

ω介
護
支
援
事
業
一
六
七
件

二
億
四
、
六

O
O万
円

日
健
康
づ
く
り
事
業
七
七
七
件

八
億
二
、
三

O
O万
円

さ
て
、
本
村
に
お
い
て
も
、
村

ゴ
当
局
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
、
来
る
十
一
月
十
日
(
水
)
、
「
河

辺
村
ふ
る
さ
と
の
宿
」
に
お
い
て

「
か
ん
ぽ
成
人
病
予
防
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
河

辺
村
と
肱
川
町
の
後
援
に
よ
り
、

簡
易
保
険
加
入
者
協
会
が
行
う
も

の
で
、
簡
易
保
険
加
入
者
の
皆
様

多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。
当
日
の
内

容
は
、
日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支

部
か
ら
高
須
賀
紀
子
先
生
を
お
迎

え
し
て
、
「
老
年
期
の
理
解
と
老

人
に
起
こ
り
易
い
病
気
と
看
護
」

に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま
す
。

午
後
は
、
介
護
の
実
技
指
導
を
し

て
頂
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
増
加
し
て
い
く
高 高須賀先生講師

齢
者
に
暖
か
い
介
護
は
欠
く
こ
と

の
出
来
な
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
当
会
場
に
お
い
て
、
介

護
用
品
の
参
考
展
示
を
行
い
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
覧
に

な
っ
て
下
さ
い
。
(
詳
し
く
は
郵

便
局
へ
お
同
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
)

オ
リ
ジ
ナ
ル

通
信
白
付
印

使
用
開
始

河
辺
郵
便
局
で
は
ト
月
一
日

(
金
)
か
ら
「
坂
本
龍
馬
脱
藩
の

道
」
に
あ
る
「
夜
明
の
道
記
念
碑
」

と
、
え
ひ
め
ア
メ
ニ
テ
ィ
賞
を
受

け
た
、
ふ
る
里
公
園
の
一
部
に
あ

る
、
「
屋
根
付
橋
」
を
描
い
た
風

景
入
通
信
日
付
印
の
使
用
を
開
始

し
ま
し
た
。
ご
希
望
に
よ
り
押
印

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

村
内
の
「
シ
ン
ボ
ル
ー
一
と
し
て
も

広
く
ご
利
用
下
さ
い
。

〈嵐景入通信自付印〉



院が繁一建……亥…ド……
m

……盗賊義…………農民業………………

、……河川…

3
湯河議……
r…川…………………………遺泊綱引泰三療法………惹

平
成
五
年
度
の
成
人
式
が
、
去
た
。
懇
親
会
で
は
ま
ず
、
成
人
者

る
八
月
十
四
日
に
行
わ
れ
ま
し
の
皆
さ
ん
が
、
氏
名
や
今
住
ん
で

た
。
今
年
の
新
成
人
は
二
十
九
名
い
る
所
、
勤
務
場
所
、
仕
事
の
内

で
、
当
日
の
出
席
者
は
約
半
数
の
容
や
学
校
生
活
な
ど
に
つ
い
て
、

十

四

名

で

し

た

。

簡

単

な

自

己

紹

介

を

し

ま

し

た

。

午
前
十
時
か
ら
の
式
典
で
は
、
自
己
紹
介
を
聞
い
て
い
る
と
、
働

成
人
者
の
皆
さ
ん
は
少
し
緊
張
、
き
い
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
、
学

み
の
よ
う
で
し
た
。
私
も
自
分
の
生
は
あ
ま
り
い
な
い
よ
う
で
し

成
人
式
の
時
の
緊
張
感
を
思
い
出
た
。
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
成
人
者
一
頑
張
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
よ

人
一
人
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
く
わ
か
り
ま
し
た
。

村
長
に
よ
る
式
辞
、
来
賓
の
方
々

か
ら
激
励
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
い

た
後
、
成
人
者
を
代
表
し
、
福
宮

ひ
か
る
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
緊
張
し
た
様
子
は
な
く
、
と
て

も
落
ち
つ
い
て
い
ま
し
た
。

式
典
が
終
わ
り
、
続
い
て
記
念

撮
影
後
懇
親
会
が
開
か
れ
ま
し

第 101号
J、えわカ込平成5年10月25日(7) 

〈夢に向かつて進んで下さい〉

自
己
紹
介
が
終
わ
る
と
、
い
よ

い
よ
会
食
と
な
り
ま
し
た
。
成
人

者
の
皆
さ
ん
も
こ
こ
で
や
っ
と
安

心
し
た
よ
う
で
、
な
ご
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
食
事
は
進
み
ま
し

た
。
気
分
は
ま
る
で
中
学
時
代
に

も
ど
っ
た
よ
う
で
、
会
場
で
は
昔

話
に
話
が
は
ず
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
同
級
生
と
い
う
の

は
不
思
議
な
も
の
で
す
。
同
級
生

に
は
、
他
の
誰
に
も
立
ち
入
る
こ

と
の
で
き
な
い
何
か
が
あ
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

成
人
式
を
迎
え
、
成
人
者
の
皆

さ
ん
は
自
分
な
り
に
決
意
し
た
こ

と
や
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。
そ
の
気
持
ち
を
大
切
に

し
て
、
夢
の
実
現
に
向
か
っ
て
、

ヤ
ン
グ
パ
ワ

i
で
頑
張
っ
て
下
さ

E
U
V
 

1
1」
河

辺

村

の

恒

例

と

d
J
一
な
っ
た
夏
の
イ
ベ
ン
ト

っ
て
ふ
る
さ
と
祭
り
」
が

缶
、
一
八
月
十
四
日
、
ふ
る
さ

i
G

一
と
公
園
に
お
い
て
催
さ

と
一
れ
、
帰
省
さ
れ
た
人
々

さ

一

と

ぞ

村

民

主

体

'
'
一
に
な
り
、
に
ぎ
わ
い
を

・
4
一
見
せ
た
一
日
で
し
た
。

戸
主
一
昨
年
は
、
午
前
中
雨
、

「
」
午
後
か
ら
晴
れ
る
と
い

う
主
催
者
と
し
て
は
、
や
り
切
れ

な
い
よ
う
な
天
候
で
し
た
。
今
年

は
、
降
り
そ
う
で
降
ら
な
い
と
言

う
中
準
備
を
始
め
、
午
後
三
時
か

ら
夜
市
、
四
時
か
ら
カ
ラ
オ
ケ
大

会
予
選
が
ス
タ
ー
ト
し
、
二
十
一

名
の
出
場
者
が
そ
れ
ぞ
れ
、
お
得

意
の
歌
を
熱
唱
さ
れ
、
五
名
の
方

が
決
戦
大
会
に
進
ま
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
歌
手
の
西
崎
み
ど
り
さ

ん
、
沢
田
二
郎
さ
ん
、
中
山
智
沙

さ
ん
の
審
査
す
る
中
、
堂
々
と
五

名
の
方
が
歌
唱
力
を
競
わ
れ
た
結

果
、
大
洲
市
の
滝
本
き
よ
え
さ
ん

が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

納
涼
盆
お
ど
り
大
会
で
は
、
河

辺
村
の
伝
統
芸
能
の
扇
子
お
ど
り

が
優
雅
に
踊
ら
れ
、
昔
を
な
つ
か

し
ま
れ
た
方
も
お
ら
れ
た
の
で
は

・
:
?
続
い
て
、
里
帰
り
客
と
共
に

輪
に
な
っ
て
盛
況
だ
っ
た
河
辺
音

頭
。
小
さ
な
子
供
が
、
見
ぶ
り
手

ぶ
り
踊
る
姿
は
、
何
と
も
か
わ
い

い
も
川
町
で
し
た
。

河
辺
音
頭
で
祭
り
気
分
が
盛
り

上
が
っ
た
後
は
、
歌
謡
シ
ョ

l
。

中
山
智
沙
さ
ん
、
沢
田
二
郎
さ

ん
、
そ
し
て
最
後
の
取
り
は
、
テ

レ
ビ
の
必
殺
な
ど
に
出
演
さ
れ

た
、
西
崎
み
ど
り
さ
ん
。
鮮
や
か

な
着
物
や
、
踊
り
で
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
昨
年

か
ら
復
活
し
た
花
火
で
す
。
河
辺

の
花
火
は
、
ち
ょ
う
と
違
い
ま

す
。
腹
の
底
に
ズ
シ
リ
と
ひ
び
く

あ
の
音
。
間
違
っ
て
も
口
を
あ
け

て
見
て
は
い
け
な
い
頭
上
の
花
火

は
最
高
で
す
。

カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

最
優
秀
賞
滝
本
き
よ
え
(
大
洲
市
)

優
秀
賞
森
岡
千
景
(
肱
川
町
)

熱
演
賞
尾
晴
加
代
子
(
松
山
市
)

祷
水
照
義
(
大
洲
市
)

久
保
政
善
(
大
洲
市
)

利
用
で
き
る
方
現
在
厚
生
年
金

保
険
の
加
入
者
で
、
加
入
期
間

が
三
年
以
上
あ
る
方
(
国
民
年

金
保
険
料
納
付
済
期
間
を
含

む
)

資
金
の
使
い
み
ち
新
築
住
宅
・

マ
ン
シ
ョ
ン
・
建
売
住
宅
・
中

古
住
宅
の
購
入
お
よ
び
増
改
築

な
ど
の
住
宅
改
良
資
金

融
資
金
額
所
要
資
金
の
八
十
%

以
内
で
最
高
二
千
二
十
万
円
ま

で
融
資
利
率

年
四
・
三
二
%

ご
般
貸
付
)

但
し
、
第
一
回
受
付
時
(
平

成
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
変
動

す
る
こ
と
あ
り
)

返
済
方
法
元
金
均
等
返
済
、
元

利
均
等
返
済
の
選
択
が
で
き
ま

す。

返
済
期
間
住
宅
の
種
類
に
よ
り

五

1
一
二
十
五
年

受
付
期
間
平
成
五
年
十
一
月
一

B
i平
成
五
年
十
一
月
十
九
日

ま
で
(
予
定
枠
に
達
し
ま
す
と

締
切
り
ま
す
。
)

詳
し
い
こ
と
は
、
愛
媛
県
年
金

福
祉
協
会

(
T
E
L
O
八
九
九

四
一
七
六
六
七
)
へ
お
た
ず
ね

下
さ
い
。



「
子
供
の
健
全

育
成
と
F

食
乙
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今
年
度
の
検
診

も
、
診
療
所
検
診
を

残
す
の
み
と
な
り
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
た

く
さ
ん
の
方
々
に
検

診
を
受
診
し
て
い
た

だ
き
、
み
な
さ
ん
の

健
康
意
識
の
高
ま
り

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

先
日
ち
ょ
っ
と
ひ
と
息
つ
い
た

時
に
読
ん
だ
新
聞
の
中
に
、
子
供

を
育
て
る
親
と
し
て
は
、
シ
ョ
ッ

ク
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た

の
で
、
、
御
紹
介
い
た
し
ま
す
0

8

食
の
乱
れ
は
心
の
乱
れ
。

親
が
い
か
に
子
供
を
か
わ
い
が

り
、
手
を
か
け
て
い
る
よ
う
に
み

え
て
も
、
家
庭
内
暴
力
と
か
少
年

非
行
等
々
親
の
手
に
お
え
な
い
社

会
問
題
も
多
く
、
子
供
を
い
か
に

育
て
る
か
は
、
な
か
な
か
難
し
い

時
代
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

物
の
豊
か
さ
に
慣
ら
さ
れ
た
今

日
、
食
事
が
子
供
の
感
性
や
情
緒

発
達
、
健
全
育
成
の
基
本
で
あ
る

と
い
っ
た
認
識
が
社
会
全
体
を
通

じ
て
欠
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

て
な
り
ま
せ
ん
。

非
行
児
の
食
生
活
は
例
外
な
し

に
朝
食
を
食
べ
な
い
、
家
で
食
事

を
と
ら
な
い
で
専
ら
外
で
、
ス

，r..;ミわカh第 101号

ナ
ツ
ク
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
ば

か
り
食
べ
て
い
る
、
こ
の
食
の
乱

れ
が
心
の
乱
れ
を
生
み
、
そ
し
て

非
行
に
通
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。

。
子
供
の
心
を
育
て
る
た
め
に
。

次
に
子
供
の
心
を
育
て
る
た
め

の
方
法
と
し
て
、
①
食
事
は
家
族

そ
ろ
っ
て
楽
し
く
。
②
基
本
的
な

生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
。
③
早

寝
早
起
き
の
リ
ズ
ム
を
と
と
の
え

る
。
④
幼
児
期
か
ら
家
事
や
調
理

体
験
を
し
っ
か
り
さ
せ
る
。
⑤
自

分
で
野
菜
を
作
る
な
ど
体
験
の
つ

み
か
さ
ね
が
大
事
で
す
。
よ
く
「
し

つ
け
と
は
親
が
子
に
働
き
か
け
る

こ
と
、
言
っ
て
聞
か
せ
て
姿
で
示

せ
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
お

母
さ
ん
が
、
調
理
熱
心
で
食
事
づ

く
り
が
う
ま
く
い
く
こ
と
は
、
そ

れ
自
体
子
供
へ
の
立
派
な
教
育
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ー
日
本
栄
養
士
会
会
長

藤
沢
良
知
よ
り
|

幸
い
河
辺
村
に
は
フ
ァ
ー
ス
ト

フ
1
ド
庖
も
な
く
、
手
を
ぬ
き
た

い
な
と
思
っ
て
も
、
何
か
は
自
分

で
作
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
、
子
供
の
教
育
に
つ
な
が

る
の
で
あ
れ
ば
、
お
い
し
く
て
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
も
の
を
手
作
り
し

よ
う
と
思
っ
た
食
欲
の
秋
で
し

た。

(
保
健
所

本
』

薫
美
)

十
月
及
び
十
一
月
は
、
「
国
民

年
金
制
度
推
進
月
間
」
で
す
。

現
在
、
我
が
国
で
は
、
諸
外
国

に
も
例
を
見
な
い
勢
い
で
、
人
口

の
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、

安
心
し
て
第
二
の
人
生
を
過
ご
す

た
め
、
又
、
充
実
し
た
老
後
の
生

活
を
送
る
た
め
、
所
得
保
障
と
し

て
の
公
的
年
金
制
度
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

老
後
の
所
得
保
障
を
行
う
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
障
害
又
は

死
亡
に
よ
り
所
得
の
損
失
の
あ
っ

た
若
年
層
、
中
高
年
層
に
も
年
金

を
支
給
し
、
安
定
し
た
生
活
の
維

持
を
側
面
か
ら
支
援
し
ま
す
。

又
、
納
め
ら
れ
た
保
険
料
は
将

来
の
年
金
支
払
の
資
金
だ
け
で
な

く
、
病
院
、
簡
易
水
道
、
ゴ
ミ
処

理
施
設
等
の
建
設
資
金
と
し
て
融

資
さ
れ
、
皆
様
の

E
常
生
活
の
向

上
の
た
め
還
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
や
、
老
後
の
所
得
保
障
だ
け

で
な
く
、
国
民
生
活
の
多
方
面
に

密
着
し
た
国
民
年
金
制
度
で
す
。

のの園設ましにり用る日 り世方係ら た月れ か河葉め木 ? 
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梅
雨
、
台
風
と
雨
の
大
変
多
い
涼
し
い
夏
が
過
ぎ
、
秋
に
な
っ

た
か
と
思
え
ば
早
く
も
朝
夕
冷
え
こ
ん
で
き
ま
し
た
。
稲
刈

り
、
栗
拾
い
と
、
み
な
さ
ん
忙
し
い
日
々
が
つ
づ
い
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
季
節
の
か
わ
り
自
で
あ
る
た
め
か
、
体
調
を

く
ず
さ
れ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
か
ぜ
も
は
や
っ
て
き

て
い
る
よ
う
な
の
で
、
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

「
か
ぜ
は
万
病
の
も
と
」
と
昔
か
ら
い
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
、

か
ぜ
は
い
ろ
い
ろ
な
病
気
の
最
初
の
症
状
で
あ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
吐
い
た
り
、
下
痢
し
た
り
の
消
化
器
症
状
や
、

子
ど
も
で
は
高
熱
で
ひ
き
つ
け
を
お
こ
し
た
り
、
中
耳
炎
、
肺

炎
、
髄
膜
炎
が
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
こ
と
も
ま
れ
に
あ
り
ま
す
。

予
防
の
た
め
に
は
、
外
出
後
の
、
つ
が
い
、
手
洗
い
を
お
こ
な

い
、
疲
れ
た
ら
十
分
に
休
息
を
と
る
こ
と
な
ど
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
は
予
防
接
種
が
あ
り
ま
す
。
も
し

も
か
ぜ
を
ひ
い
て
し
ま
っ
た
時
は
、
安
静
に
し
暖
か
く
し
て
、

熱
さ
ま
し
、
痛
み
ど
め
、
咳
止
め
の
薬
な
ど
を
飲
み
ま
す
。
合

併
症
を
お
こ
さ
な
け
れ
ば
、
約
一
週
間
で
な
お
る
と
思
い
ま
す
。

腎
臓
の
病
気
な
ど
を
調
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
検
査
の

よ
う
に
放
射
線
の
被
爆
の
心
配
が

な
い
の
で
、
産
婦
人
科
で
も
胎
児

の
状
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す。
超
音
波
は
空
気
と
骨
は
透
過
し

に
く
い
た
め
、
肺
、
胃
、
腸
や
骨

の
部
分
は
あ
ま
り
検
査
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
内
視
鏡
(
胃
カ
メ
ラ
)

と
超
音
波
を
く
み
あ
わ
せ
た
超
音

波
内
視
鏡
と
い
う
検
査
で
、
食
道

や
胃
な
ど
の
病
気
の
内
部
が
わ
か

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Jミわカ込

と
は
?

超
音
波
検
査

平成 5年10月25日

エ
コ

l
検
査
と
も
い
い
ま
す
。

体
の
外
か
ら
病
気
が
う
た
が
わ
れ

る
と
こ
ろ
に
超
音
波
を
発
射
す
る

と
、
臓
器
の
境
界
で
超
音
波
が
反

射
す
る
性
質
を
使
っ
て
、
体
の
内

部
を
画
像
に
表
示
し
て
病
気
を
診

断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

心
臓
の
内
部
の
状
態
、
動
き
、

肝
臓
の
大
き
さ
、
内
部
の
状
態
、

肝
炎
や
肝
硬
変
の
状
態
、
腫
療
の

発
見
、
胆
管
(
胆
汁
の
流
れ
る
管
)

の
状
態
、
胆
石
の
有
無
、
醇
臓
、

(9) 

糖
尿
病

Q
&
A

Q
1
糖
尿
病
と
は
?

A
1
血
液
中
の
糖
(
血
糖
)
の
量

が
異
常
に
多
く
な
る
病
気
で

す
。
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル

モ
ン
が
不
足
し
た
り
、
働
き
が

低
下
し
た
り
す
る
こ
と
で
お
こ

り
ま
す
。

す
眼
に
関
す
る
一
口
メ
モ

カ
眼
指
(
め
や
に
)

。
め
や
に
4

は
結
膜
、
眼
験
(
ま

ぶ
た
)
角
膜
の
病
気
な
ど
の
と
き

に
み
ら
れ
ま
す
が
、
特
に
結
膜
炎

の
症
状
の
一
つ
で
す
;
め
や
に
。

は
次
の
成
分
か
ら
で
き
て
い
ま

す。①
涙
液
②
結
膜
、
角
膜
か
ら
脱

落
し
た
細
胞
③
血
管
か
ら
し
み

だ
し
た
も
の
④
微
生
物
や
ゴ
ミ

な
ど
の
異
物

正
常
の
場
合
で
も
、
朝
起
床
時

に
つ
い
て
い
る
と
き
が
あ
り
ま

す
。
病
気
の
と
き
は
、
起
床
時
だ

け
で
な
く
、
ま
た
、
量
も
多
く
な

り
ま
す
。

カ

飛

蚊

症

眼
前
に
蚊
な
ど
の
虫
や
小
さ
な

黒
い
物
体
が
チ
ラ
チ
ラ
浮
遊
し
て

い
る
よ
う
に
み
え
る
現
象
で
す
。

Q
2糖
尿
病
だ
と
な
ぜ
図
る
の
だ

ろ
う
か
つ
-

A
2
糖
尿
病
の
初
期
に
は
自
覚
症

状
が
あ
ま
り
な
い
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
血
糖
が
高
い
状
態

が
長
く
続
く
と
、
身
体
の
中
に

い
ろ
い
ろ
な
障
害
(
た
と
え

ば
、
眼
底
出
血
、
腎
臓
病
、
神

経
障
害
、
動
脈
硬
化
の
促
進
な

ど
)
を
合
併
す
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
恐
ろ
し
い
の
で
す
。

自
の
中
の
硝
子
体
と
い
う
と
こ
ろ

の
に
ご
り
が
網
膜
に
影
を
お
と
し

て
生
じ
ま
す
。

硝
子
体
の
出
血
な
ど
の
病
気
で

お
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
生

理
的
に
、
硝
子
体
の
中
に
少
し
に

Q
3糖
尿
病
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
は

何

?

A
3
肥
満
、
過
食
、
運
動
不
足
、
ス

ト
レ
ス
な
ど
は
、
糖
尿
病
を
誘

発
す
る
生
活
習
慣
で
す
。
体
重

を
標
準
体
重
に
保
ち
、
暴
飲
暴

食
を
せ
ず
、
運
動
(
日
に
却
分

以
上
の
歩
行
)
を
し
、
ス
ト
レ

ス
を
た
め
な
い
よ
う
に
ふ

と
が
予
防
に
大
切
で
す
。

ご
り
が
あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
普
段
は
気
づ
か
な
く
て
も
陽

光
の
ふ
り
そ
そ
ぐ
明
る
い
白
壁
を

み
た
と
き
な
ど
に
、
気
が
つ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

告
す
る
と
と
も
に
、
帰
国
後
に

体
調
が
悪
化
し
た
と
き
は
受
診

の
と
き
に
海
外
旅
行
を
し
た
こ

と
を
医
師
に
伝
え
る
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

③
手
足
口
病
は
全
県
的
に
発
生
し

て
い
ま
す
が
、
減
少
傾
向
で
す
。

か
ぜ
症
候
群
、
乳
児
で
高

熱
、
咳
を
伴
う
も
の
は
注
意
し

て
下
さ
い
。

溶
連
菌
感
染
症
、
全
県
的
に

散
発
し
て
い
ま
す
。

異
型
肺
炎
、
散
発
し
て
い
ま

す。
唖
吐
下
痢
症
、
ま
だ
増
加
の

傾
向
は
あ
り
ま
せ
ん
。

感

染

症

情

報

①
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
を
防

止
す
る
た
め
、
今
年
も
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

②
国
際
化
社
会
の
現
在
、
海
外
も

身
近
な
も
の
と
な
り
、
海
外
旅

行
に
出
か
け
る
人
も
増
加
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
海
外

か
ら
感
染
症
を
も
ち
か
え
る
例

も
増
え
て
い
ま
す
。
病
気
の
輸

入
を
防
ぐ
た
め
、
入
国
の
と
き

必
ず
検
疫
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
入
国
の
と
き
正
確
に
申
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平成5年10月25日

こ
の
度
、
河
辺
村
大
字
河
都
、

亀
岡
登
さ
ん
よ
り
、
図
書
室
に
約

千
二
百
冊
の
本
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
日
本
文
学
、
推
理
小
説
、

医
学
関
係
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
本
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で

皆
さ
ん
ご
利
用
下
さ
い
。

読
書
の
秋
で
す
。
秋
の
夜
長
を

読
書
で
過
し
ま
せ
ん
か
。
尚
、
図

書
室
に
購
入
希
望
の
本
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
今
後
、
購
入
時
の
参
考

に
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
公
民
館
ま
で
お
申
し
出
下
さ

い
ま
す
様
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

J丈わカh

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
υ

ま
す

八
月
二
十
三
日
、
長
浜
町
で
喜

多
郡
公
民
館
研
究
大
会
が
開
催
さ

れ
、
坂
本
分
館
長
宮
本
吉
生
さ
ん

が
優
良
職
員
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。世

界
エ
イ
ズ
デ

l

第 101号

一
九
八
一
年
に
ア
メ
リ
カ
で
初

め
て
症
例
が
報
告
さ
れ
て
以
来
、

エ
イ
ズ
患
者
は
増
加
の
一
途
を
た

ど
り
、
七
十
万
人
を
超
え
て
い

る。
こ
う
し
た
中
、
平
成
五
年
十
二

月

一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
間
「
地

域
・

学
校
・
職
場
で
も
エ
イ
ズ
予

防
に
取
り
組
も
う
」
を
テ

l
マ
に

「
愛
媛
エ
イ
ズ
予
防
週
間
」
が
行

わ
れ
ま
す
。
エ
イ
ズ
に
関
す
る
正

し
い
知
識
を
普
及
啓
蒙
し
、
患

者
・
感
染
者
に
対
す
る
差
別
を
根

絶
す
る
た
め
、
多
く
の
方
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

……関
町
制
裁
夜
一絞
殺
淑
泌
…………一
間

子
ど
も
の
権
利
条
約

去
る
八
月
十
四
日
の
新
聞

に
、
。
比
で
敗
走
の
旧
日
本
軍
。

「
同
行
邦
人
の
子
供
二
十
一
人

虐
殺
」
。
と
い
う
傷
ま
し
い
記

事
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
皆
様

方
の
記
憶
に
新
し
い
こ
と
と
思

い
ま
す
。

当
時
の
米
軍
の
調
査
に
よ
り

ま
す
と
、
こ
の
虐
殺
の
理
由
と

し
て
部
隊
指
揮
官
は
、
「
子
供

た
ち
が
泣
き
声
を
上
げ
た
り
す

る
と
敵
に
所
在
地
を
知
ら
れ
る

た
め
」
と
供
述
し
て
い
ま
す
。

子
供
を
権
利
を
持
つ
主
体
と

し
て
と
ら
え
、
す
べ
て
の
子
供
た

ち
に
生
存
の
権
利
(
生
き
る
権
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水
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孫
の
教
え
る
残
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白
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キ
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ム

T

キ

点
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病
室
の
静
ま
り
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窓

に

秋
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崩
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落
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稲

森

茂

子

…

r
4
0
0
T
O
T
O
T
OT
o
T
+
o
T
4
0
4
0
0
7
寺。
T
O
T
O
T
O
T
OT
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4
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4
T
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T
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T
O
T
4
0
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O
T
i

利
)
、
発
展
の
権
利
、
保
護
さ
れ

る
権
利
、
参
加
や
意
見
表
明
の
権

利
が
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

即
ち
、
子
供
の
最
善
の
利
益
を
最

優
先
す
べ
き
と
い
う
原
則
の
も
と

に
生
ま
れ
た
の
が
、
「
子
供
の
権

利
条
約
」
で
す
。

こ
の
条
約
は
、
一
九
八
九
年
の

国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
も
の
で

す
が
、
現
在
、
世
界
で
一
一
一

一カ

国
が
条
約
を
批
准
、
加
入
を
す
ま

せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
残
念
な
こ

と
に
、
我
が
国
で
は
、
未
だ
批
准

が
な
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

我
が
固
に
お
き
ま
し
で
も
、
特

に
困
難
な
条
件
の
中
で
生
活
し
て

い
る
子
供
が
、
数
多
く
存
在
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
差
別

を
受
け
る
弱
い
立
場
に
あ
り
、
と

も
す
れ
ば
、
「
大
人
の
人
権
」
の

中
に
埋
没
さ
れ
が
ち
な
子
供
の
人

権
を
守
る
た
め
、
さ
ら
に
、
子
供

に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別

撤
廃
の
た
め
、
一
日
も
早
い
批
准

を
望
ん
で
止
み
ま
せ
ん
。

(河
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
)

消
息
一
日

カ
末
な
が
く
お
幸
せ
に

「
山
下

聖
(
肱

戸
福
宮
ひ
か
る
(
国

「
寿
野

ご一
{呂

5
・
7
・日

.、，
'
n
H
V
'
n
H
V

，.、噌
E
A

噌EA
木川

幸正
江輝

(
日
其
川
)

(
大
洲
)

す
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

石
浦
フ
サ
子

森

良

樹

力

石

美

登

細
井

琴
美

冨

永

福

松

熊

野

政

六

佐

伯

キ

ク

神横上露川横神
山大 山
納中成内崎中納

加
歳
出
歳
η
歳
乃
歳
卯
歳
花
歳
出
歳

…………瀦
……
…
築
……
…
後
諮
問

館
報
「
か
わ
べ
」
は
、
一
号
か

ら
名
前
の
「
か
わ
べ
」
と
い
う
文

字、

地
紋
が
全
く
変
わ

っ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
一

O
一
号
で
は
、
パ
ツ

ク
を
う
す
い
ブ
ル

l
で
し
ょ
う
と

言
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し〉

か

較
し
て
く
だ
さ
い
。

が
で
し
ょ
う
か
。
前
号
ま
で
と
比

が
あ
り
ま
し
た
。

前
号
で
は
多
く
の
誤
字
、

深
く
お
詫
び
申

し
あ
げ
ま
す
。

脱
字


